
 

 

 

 

 

 

２０２０.０６.１７ 

 
ニュース 

徳野幸久 

発行責任者 

本部派遣代表 

 

No. ２０ 水戸地本 
ＪＲ東労組 ＦＡＸ 

 

・２０２１年夏頃の運転再開を目指し復旧工事を進めている。雨季の間や降雪時は橋台の工事ができなくなる。工事

のスケジュールには余裕を持っている。６月頃の工事完了を目指し順調に進捗している。 

・乗務員の訓練開始時期は現時点で示せないが、訓練時間を確保して運転再開していく。 

・現在まで、重大な障害事故は発生していない。運転再開日ありきではなく安全を第一に進めていく。 

・ハンドル訓練は６月２９日から７月３日の間で行う。新規養成者については５往復行う。ライフサイクルから戻っ

た方は習熟度に合わせ個人の判断も含めて対応する。 

・希望者にはハンドル訓練を行えるよう区所の中でできる限り調整し対応していく。 

・車掌は基本的には机上訓練となる。不安があれば指導添乗の対応をする。線見は限られた試運転の中で、区所で対

応できれば行っていく考えである。 

・安全を前提に運転再開を目指す。運転再開後も不安解消に向けて必要な教育を行っていく。 

・袋田駅には ATS-Ps の地上子（駅進入用、車止め用、駅進出時の踏切時素用）を設置する。 

・踏切の制御については軌道回路を設ける。 

（組合）新たな取扱であり、運転士は全員実設備で確認するべきではないか。 

（会社）実際の線路を走行した画像を用いて、机上で確認できるようにする。なお、不安解消に向けて、可能な対応は

行っていく。 

 

・上小川駅での代行バスの案内は自動放送で、水戸発車前後、常陸大宮・西金発車後、上小川到着の５回流れる。 

・行先表示、車内放送、各車両への乗り換え案内ステッカー、車内ポスター、駅の掲示等で周知を行う。 

・ワンマン運転の場合は特に運転に集中できる環境を整えることが必要である。 

・下り列車で袋田駅まで誤乗車のあった場合は、前途の旅行を継続するのであれば、代行バスのバス停を案内し、そ

こからご乗車いただくことが基本になる。 

・お客さまの状況に応じて、その都度対応を行っていくこととなる。 

・袋田駅の乗務員休憩室は、食事や休憩も考慮して整備している。 

（壁紙等内装の整備、ミニキッチン、給水・給湯、テーブル、椅子（４脚）、エアコン設置） 

・トイレは、駅舎もしくは駅の外の公共の物を使用する。 

・職場の声も聞いて整備したい。運転再開後でも、必要な整備は行う。 

・業務用携帯電話・タブレット・予備バッテリーを貸与している。異常時においても十分対応出来ると考えている。 

・今後必要があれば改善は行っていく。 


